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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

新
年
の
理
事
会
及
び
総
支
部
長
会
議
開
催

全
国
代
表
の
総
支
部
長
を
招
集
し
、
去
る
一
月
十
日
、
十
一
日
の

両
日
に
わ
た
り
、
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
、
当
会
年
初
の
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

理
事
、
役
員
、
総
支
部
長
の
会
議
で
、
①
昨
年
の
実
績
と
反
省
お

よ
び
問
題
点
②
今
年
度
の
計
画
発
表
と
検
討
、
③
会
の
在
り
方
、
組

織
整
備
な
ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
①
と
②
に
関
連
し
て
会
議
の
始

め
に
飯
野
理
事
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
柴
沼
事
務
局
長
の
司

会
で
具
体
的
に
討
議
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
分
科
会
と
し
て
少
人

数
に
分
か
れ
て
の
検
討
会
議
も
半
日
取
り
ま
し
た
。

一
番
大
き
な
課
題
で
あ
る
会
員
の
拡
大
を
如
何
に
す
る
か
、
レ
ダ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
支
援
金
の
協
力
を

如
何
に
高
め
る
か
、
な
ど
真
剣
な
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
制
度
は
、
特
別
会
員
、
会
員
、
法
人
会
員
と
な
り
ま
す
が
、

会
員
種
別
に
関
わ
り
な
く
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
参
加
を
期
待
し
ま

す
。
ま
た
、
従
来
の
支
部
長
を
総
支

部
長
と
し
、
そ
の
元
に
支
部
組
織
を

拡
大
し
て
、
意
欲
的
に
活
動
し
、
一

〇
〇
支
部
を
目
指
し
、
地
域
貢
献
を

進
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
員
の
中
か
ら
支
部
長
を
選
出

し
ま
す
。

一
方
、
国
内
活
動
と
し
て
、
今
年

は
一
日
研
修
会
（
近
々
は
三
月
二
十

八
日
、
年
四
回
）
環
境
セ
ミ
ナ
ー

（
年
12
回
）
、
エ
コ
ツ
ア
ー
、
植
樹

活
動
も
年
内
プ
ラ
ン
を
更
に
活
発
化

出
来
る
よ
う
検
討
中
で
す
。
考
え
る

段
階
か
ら
行
動
し
て
い
く
段
階
へ
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
飯
野
記
）

国立オリンピック記念青少年総合センターの会議室を利用。
（写真：国立青少年教育振興機構ウェブサイトより）

本年初の、理事会及び総支部長会議で討議する当法人理事、役員、総支部長たち。



一
月
六
日
に
は
、
第
二
の
池
か
ら
メ
ス

３
匹
、
オ
ス
６
匹
の
親
魚
を
選
別
・
捕
獲

し
ま
し
た
。
七
日
の
朝
に
は
１
匹
の
メ
ス

か
ら
36
万
個
の
卵
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
は
第
七
回
目
の
挑
戦
に
な
り
ま
す
が
、

第
六
回
目
が
困
難
な
条
件
化
に
あ
っ
た
の

で
、
次
回
以
降
の
孵
化
の
大
き
な
成
功
を

な
す
べ
く
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

昨
年
暮
れ
に
最
初
に
孵
化
し
て
池
に
放

し
た
稚
魚
は
、
す
で
に
１
cm
を
超
え
る
ま

で
に
成
長
し
ま
し
た
。

今
季
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
農
牧
省

か
ら
の
要
請
で
、
レ
ダ
基
地
か
ら
パ
ク
ー

の
稚
魚
二
〇
〇
〇
匹
を
提
供
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
夏
は
、
パ
ク
ー
を
は
じ
め
、
多

く
の
魚
類
の
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
レ
ダ
基
地
の
ス

タ
ッ
フ
は
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
パ
ク
ー
の
人
工
孵
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
年
に
入
っ
て
も
休
み
は

な
く
、
大
量
孵
化
と
稚
魚
生
産
へ
の
挑
戦
が
毎
日
続

い
て
い
ま
す
。

今レダ基地では

十分に成熟し、健康と栄養状態が特に優れ、繁殖力の旺盛なオスとメスの親魚を選びます。

排卵を促すため、親魚にホルモン注射をする中田所長 孵化器から仔魚を取り出す中田所長

孵化した約2万匹の稚魚を第二の池に入れました。無事成長してくれるよう祈りつつ稚魚を池に入れます。

孵化室でマグノ教授と話し合う、中田所長（右）と佐野氏



連載インタビュー (第４回)

Amo Leda!
Ｑ.水産学科での専門分野

は？

Ａ.私の専門分野は、パラ

グアイに自生する魚の孵化

です。私は水産学科に関わっ

て20年になり、博士号は20

04年に取得しました。

Ｑ.大学の内外において、

様々な責任をお持ちなので

すね？

Ａ.国内では農牧省とパクー

などの養殖プロジェクトを進めており、アルゼンチンとの養

殖プロジェクトの委員にもなっており、台湾との孵化事業も

私が中心になって進めています。また色々な養殖業者のアド

バイザーをも勤めています。

Ｑ.レダに関わられるようになったのは？

Ａ.2010年、レダ財団から大学に対してパクー養殖の協力要請

があり、学科長と共にここを訪れたのが最初です。2011年1月

には、パクーの稚魚を5000匹持ってきました。2012年暮れか

らは、毎年、年末に孵化のために1週間ほどここに来ています。

Ｑ.今年の目標はどこにおいておられますか？

Ａ.今年はレダで孵化を始めて３年目ですが、孵化自体はほぼ

ノウハウを取得されたと思います。今年は孵化してから稚魚

となるまでの1週間の管理のノウハウをしっかり確立したいと

思っています。

Ｑ.レダに来られての印象は？

Ａ.自分はレダがパラグアイの養殖の発展に貢献しようとして

いる姿勢に非常に感銘し、また、インディオのコミュニティー

や地元の産業の発展に貢献しようとしている姿勢に非常に共

感を覚えます。さらに、レダの人たちの真剣さ、勤勉な姿勢

にとても心を打たれ、また私がしたいことをすべて叶えよう

と真剣に対処してくれるのでここに来ることが自分にとって

非常な喜びになっています。皆さんと協力して大きな成功を

あげていきたいと心から願っています。

マグノ・バレト

Magno Barreto（43）3女の父

（16歳、9歳、3歳）アスンシオン大

学獣医学部水産学科教授、博士

沿岸住民の生命線、アキダバンが修理を終えて復活。 栄養豊富な食料かつ飼料、タロイモの掘り出し作業。

淡水エイを見事にさばく、マグノ教授（右）。

1月4日、図書室で、亀岡さんが昨年9月からの活動
成果を発表しました。タロイモ、の成長記録や、土
壌改良の実験結果、野菜栽培、肥料作りなど。

1月15日、当会スタッフ８名が、小橋氏がかつ
て勤めていた神奈川県愛川町のソーセージ工場
と、ブラジル食品スーパーを訪問しました。ア
スンシオンで加工工場を設立・運営するための
調査の一環です。今後、高橋昭三氏と中田東京
総支部長を中心に、小橋案とつき合せながら事
業計画を立てて行きます。



継
続
的
な
発
展
を
決
意

二
〇
一
五
年
南
北
米
福
地
開
発
協
会
新
年
会
を
開
催

一
月
十
二
日
、
東
京
渋
谷
区
の
会
場
に
お
い
て
、
当
協

会
の
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
七
〇
名
あ
ま
り
の

参
加
者
た
ち
が
元
気
な
姿
で
集
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
に
も
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
日
本
国

内
に
お
け
る
諸
活
動
を
着
実
に
発
展
さ
せ
て
行
く
こ
と
を

決
意
し
合
い
ま
し
た
。

始
め
に
、
コ
ー
ラ
ス
、
独
唱
、
マ
ジ
ッ
ク
、
フ
ル
ー
ト

と
琴
の
二
重
奏
な
ど
が
、
選
ば
れ
た
出
演
者
た
ち
に
よ
っ

て
披
露
さ
れ
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
質
の
高
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
、
会
場
の
空
気
を
高
揚
さ
せ
ま
し
た
。

次
い
で
、
レ
ダ
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
水
落
氏
が
現

場
に
お
け
る
、
木
工
作
業
を
中
心
と
す
る
困
難
な
課
題
と

の
格
闘
と
、
レ
ダ
で
の
活
動
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
す
る

に
至
っ
た
境
地
を
報
告
。
近
日
中
に
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
赴

く
中
井
氏
は
、
当
会
の
発
足
時
の
決
心
に
立
ち
、
現
今
の

洪
水
問
題
な
ど
を
克
服
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
、

さ
ら
な
る
発
展
へ
の
決
意
を
呼
び
か
け
る
挨
拶
。
ま
た
レ

ダ
基
地
を
代
表
し
て
中
田
所
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
懇
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
厳
し
い
環

境
で
貢
献
し
て
き
た
、

水
落
、
小
橋
氏
へ
の
感

謝
状
が
、
飯
野
理
事
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
吉
村
理
事
の

音
頭
で
、
全
員
が
篤
い

思
い
を
込
め
た
万
歳
三

唱
を
し
て
、
閉
会
し
ま

し
た
。

中
田
所
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
要
約
）

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ

と
韓
国
の
マ
ス
コ
ミ
も
、

レ
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
対
し
て
高
い
評
価
で

希
望
的
に
報
道
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
以
上

に
飛
躍
す
る
年
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
今
年
に
入
っ
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
が
貧
し

い
人
々
の
た
め
に
国
家
を
あ
げ
て
、
特
に
パ
ク
ー
の
養
殖

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
よ
う
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
農
務
省
（
大
臣
）
が
レ
ダ
に
協
力
を
要
請
し
て
来
て

お
り
、
稚
魚
の
提
供
を
約
束
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

困
難
な
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
下
さ
る
皆
様

一
人
一
人
の
上
に
、
天
の
祝
福
が
あ
り
、
希
望
に
満
ち
た
、

豊
か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
し
ま
す
。

中
田
実
、
レ
ダ
基
地
一
同

会員種別
♠会員一口1000円／月 ※口数は申込者が申告

♠特別会員一口１万円／月 ※口数は申込者が申告

♠法人会員一口１万円／月 ※口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行 00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会
入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げます。それ
が確認でき次第、会員番号を確定し、ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申し込みください。
また、ホームページからもダウンロードできます。
PDF形式 http:// www.asd-nsa.jp/nyuukai.pdf
Word形式 http:// www.asd-nsa.jp/nyuukai.docx

一般社団法人
南北米福地開発協会事務局
〒２１３－０００１
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: ０４４－８２９－２８２１
FAX: ０４４－８２９－２８２０

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号１０２８０ 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.jp
ホームページ: http://www.asd-nsa.jp

第７回パンタナール１-Dayセミナー

2015年3月28日(土）10:30～17:30
(10:00より受付)

会場 国立オリンピック記念青少年総合セ

ンター（東京・代々木）

会費 2000円（当日受付にてお支払い）

プログラム（予定）

★提唱者の思想と私たち-レダ開拓史(飯野)

★ここまで進んだ地球環境問題(高津)

★レダ摂理における理想郷建設(柴沼)

参加申込は、①名前・フリガナ②年齢③性

別④住所⑤電話番号⑥メール⑦紹介者を明

記の上、FAX: 044-829-2820、または

メール:office@asd-nsa.jpへお願いします。

新年会に集った会員たち（1月12日）

竹之内さんの独唱にうっとり

宮澤氏のマジックにびっくり


